
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

■第 1回 ９月１３日（金） 午後 2時～4時 

 講 義：「畿内王権の坂東進出」 

■第2回 ９月２０日（金） 午後 2時～4時 

 講 義：「鎌倉政権誕生から戦国の世」 

■第3回 ９月２７日（金） 午後 2時～4時 

 講 義：「消える地名とつくられる地名」 

        「自然災害を警鐘する地名」 

知って得する ‟地域の歴史と文化”  

人びとは生活のため集落や耕地、そして野山などにも名を付けて暮

らしています。なかには自然災害を警鐘する地名も残されています。郷

土に残される地名から、私たちの生活の足元を見つめ直してみよう。 

第 29 回歴史講座 

 

 

■募集要領 

●８月２日(金)午前９時より電話または窓口で受付開始 

●場所 大野台公民館 大会議室 

●募集人数 ５０名（先着順） 定員になるまで 

●受講料 無料 

●申込・問合せ ０４２-７５５-６０００  

●主催 公民館文化部 木もれびの森 大野台公民館 

■講 師 ： 大 貫 英 明 氏 
・元相模原市教育委員会生涯学習課部長 

・相模原郷土懇話会 会長 

・旧笹野家住宅を考える会 代表 

・相模原市文化財研究協議会 会長 

https://www.sagamihara-kouminkan/oonodai-k/ 相模原市南区大野台 5-16-38 

自治会回覧２０２４.７．１号 

市郡区域図  高村直助他『神奈川県の百年』による 

図 3-3-11 勝坂有鹿谷祭祀遺跡出土遺物 

（市指定有形文化財・個人蔵） 



講座の概要 

 第 1 回 畿内王権の坂東進出   

―相模の地名はいつから－ 

『日本書紀』天武 4 年(675)に「相模国高倉

郡で三つ子誕生」の記事が見られますが、これ

が現在知られている神奈川県最古の地名記録

です。 

私たちの郷土「相模」原と境川の古名「高倉」

川は、それぞれ飛鳥時代の地名を伝える文化

遺産です。 

 

 

第 2 回 鎌倉政権誕生から戦国の世   

―地名を苗字とする武士たち－ 

平安時代の地名は、横山党系図に相原、小山、矢

部、田名、小倉など名字の地としてみることが出来

ます。 

横山党は和田の乱に加わり衰退し、所領は大江（長

井・毛利）氏に引き継がれますが、相原（粟飯原）氏

の末裔は北条家に仕え、戦国時代には佐渡国の守護

代本間氏(横山党)と共に活躍しています。 

  

 

 

第 3 回  

・消える地名とつくられる地名 

新磯や麻溝、大沢は合成村名です。つくられた地名には大野などがあります。 

軍都にちなむ地名は、昭和天皇が士官学校に命名した相武台があります。 

双葉や青葉、麻溝台、弥栄などは戦後の開拓団にちなむ地名です。 

 ・自然災害を警鐘する地名 

大雨に伴う水害等を伝える地名には、ミゾやクボ、ホリ、ヌマなどがあります。鹿沼や大

沼、デイラクボなどの地名は巨人伝説の地名としても知られています。 

 

 

 

 

 

 

 


